
（その 1／2 ）

   １     　日　時 令和8年9月28日（月） 18:00～18:45

   ２     　場　所 ３階　本館会議室３

   ３     　出席者 尾崎修治　上原克之　楊河宏章　奥田紀久子　 13人中

市原新一郎　柿内聡司　柴田啓志　濵口智亘　　　　 13人出席

廣瀨和久　岩本尚美　坂東加奈子　中川佳織　工藤栄里子

   ４     　審議結果 申請 11件中、 6件承認　5件修正後承認

　 ５　　　 次回開催日時 令和8年10月26日（月） 南館会議室２ 18：00～

　　　　　 　　　　　

受 付 番
号

申 請 者
（科・職名・氏名）

結 果 備 考

泌尿器科

医長

変更 福田　喬太郎

集中治療科

部長

変更 中瀧　恵実子

小児科

医員

新規 佐藤　優希

患者支援センター

師長

新規 濱崎　昌子

リハビリテーション技術科

主任

新規 久次米　里衣

呼吸器内科

次長

新規 柿内　聡司

リハビリテーション技術科

主任

新規 池脇　圭司

26-24

急性期病院における転院調整長期化症例の臨床
的・社会的特徴
-転院調整に10日以上を要した症例の後方視的記
述研究-

ICUにおける早期離床・リハビリテーション加算導入
と運用定着への工夫

肺原発大細胞神経内分泌癌に対する臨床的および
分子生物学的特性に基づいた至適治療法の確立を
目指した多施設共同後ろ向き研究

運動器疾患に対する歩行自立に関する整形外科病
棟医療従事者へのアンケート調査

 第４回 徳島県立中央病院倫理審査委員会議事録

審 議 事 項

前立腺癌術後Ｔ３ｂ症例に対する多施設後ろ向き観
察研究

集中治療室に入室した重症患者とその家族の集中
治療後症候群の疫学調査(JPICSデータベース)

小児婦人科関連急性腹症の臨床的検討に関する後
ろ向き観察研究

承認

承認

承認

修正後承認

24-9

26-19

21-24

承認

26-21

26-22

修正後承認

26-23

修正後承認
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26-25 リハビリテーション技術科

主任主事

新規 笠井　翔吾

集中治療科

部長

新規 中瀧　恵実子

血液内科

副院長

新規 尾崎　修治

血液内科

副院長

新規 尾崎　修治

審議内容
26-19 共同研究者に坂東次長を追加し、誤字を修正。

→修正後承認

26-23 情報公開文書に当院の連絡先を追加記載。
→修正後承認

26-24 研究計画書内に記載のある対象集団をリハビリスタッフと分かるように追記し、看護師に対して
のアンケート内で経歴を１年未満を削除し、既存の1年～3年以内に含めることにする。
→修正後承認

26-25 研究計画書内の空欄を記入すること、演題名にばらつきが見られるので、追記。修正が必要。
→修正後承認

26-27 同意撤回書を追加すること、研究調査機関を2029年までと記載が必要。
→修正後承認

・修正後承認判定の承認に係る報告について（結果報告）
なし

・医療行為等実施状況報告について
なし

・医療行為等終了（中止）報告について
なし

・その他
・次回の開催場所を会議室３とお伝えしていましたが、先約のため南館会議室２へ変更します。
→空きとなったため会議室３で実施予定。

【倫理審査委員会の時間内実施について】
・外部委員の先生方は17時からの開始は困難。次回も現状どおり、18時から開始とする。

26-27 患者情報システムを用いた集中治療部の機能評価
(JIPAD事業)への参加

急性期高齢患者における病院環境と生活環境での
ADL低下項目の階層構造の検討

承認
26-18

未治療多発性骨髄腫に対する４剤(ダラツムマブ、ボルテゾミブ、レナ
リドミドおよびデキサメサゾン)併用での寛解導入療法、自家末梢血管
細胞移植、４剤(ダラツムマブ、ボルテゾミブ、レナリドミドおよびデキサ
メサゾン)併用での地固め療法施行後難治性多発性骨髄腫に対する
トアルクエタマブを用いた維持療法の有効性と安全性を確認する第
Ⅱ相臨床試験-JSCT MM26-

修正後承認

修正後承認

承認
26-20 再発・難治性多発性骨髄腫に対するBCMAを標的と

した二重特異性抗体療法の最適化を目指した多施
設共同観察研究


